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研究成果の概要（和文）： 
本研究は、ジャンル･アプローチを基礎として、教室における各教科における子どもの作文を

ジャンルでとらえ、広い社会における言語活動と関連づけ、方向づける授業方法を開発するこ

とを目的としている。この目的を達成するために、最初に、ジャンル･アプローチの理論と方法

の検討を行い、現代の作文指導法、伝統的作文指導法、教科を横断した作文指導法、との関連

におけるジャンル･アプローチの特質を明らかにした。実際のジャンル作文の指導においては、

読んだジャンルとの関連が深いことから、読むことと書くことの関連の理論的検討を行うとと

もに、教科書の文章のジャンルの分析を行った。その上で、国語科と理科においてジャンル･

アプローチによる実証授業を行い、その分析を行った。まだ、不完全なところはあるのだが、

全教科における作文指導の理論としてのジャンル･アプローチの意味、位置づけ、指導法を実施

可能なところまでは、明確にしたという意味において、研究の目的は達成したように思う。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this research is to develop a teaching method of writing across the 

curriculum relating and orienting children’s writing with writing in the larger society 

based on “Genre Approach”. To attain this purpose, we examined the theory and method 

of genre approach at first, then,clarified the characteristics of genre approach in 

relation with the contemporary teaching methods of writing and the traditional teaching 

methods of writing and the teaching methods of writing across the curriculum. 

 After we examined the reading-writing connection and genres in the schoolbooks, we 

practiced the genre approach in Japanese language and science classes in an elementary 

school and analyzed the lessons. This research clarified the theory and method of genre 

approach as teaching method of writing across the curriculum and its significance for 

contemporary Japanese education so it is practicable in Japanese classrooms.  
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１．研究開始当初の背景 
ジャンル・アプローチは、教室における作

文を広い社会の幅広いジャンルのより承認

された作文へと導く方法である。また、国語

科以外の教科の作文においても応用できる

作文指導法である。わが国の教育方法学の世

界ではほとんど知られていなかった。 
 このような状況の中で、各教科の中で、子

どもたちに広い社会における多様なジャン

ルにおける作文を書く力を育てる授業方法

を開発したいと思った。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、ジャンル・アプローチを基礎と

して、教室における各教科の子どもの作文を

ジャンルでとらえ、広い社会における言語活

動と関連づけ、方向づける授業方法を開発す

ることを目的としている。 
 
３．研究の方法 

（1） 最初に、ジャンル・アプローチの

理論と実際の全貌を文献を用いて

明らかにする。 
（2） ジャンル・アプローチがもっとも

とらえやすく、実践しやすいのは、

作文の指導場面がある国語科であ

る。その意味で、最初に国語科の

実践と分析を行う。 
（3） 次に、理科における作文の実践と

分析を行う。 
（4） 国語科と理科の実践と分析にもと

づいて、国語科、理科以外の教科

について実践と分析を行う。 
（5） 実践と分析に基づいて、報告書を

作成する。 

 
４．研究成果 

 平成 20 年度は、最初に、ジャンル・アプ

ローチに関する文献を収集し、ジャンル・ア

プローチの理論と方法について研究発表を

行った。オーストラリア・シドニー学派、特

別な目的のための英語（ESP、ニューレトリ

ック、3 つの立場の理論と方法の検討を行っ

た。次いで、現代の作文指導法の中では、ジ

ャンル・アプローチはどのように位置づけら

れているかの検討を行った。最初に、現代デ

ィスコース理論のなかにおけるジャンル・ア

プローチについて検討を行い、子どもの作文

能力の発達とジャンルとの関係を明らかに

した。その上で、現代の作文指導法の中にお

けるジャンル・アプローチの検討を行い、ジ

ャンル・アプローチは、子どもや若者を広い

社会に準備させる方法として位置づけられ

ることを明らかにした(「平成 20 年度研究成

果中間報告書」所収)。広い社会における読み

手を対象に文章を書くためには、文章を批判



的に読む力も求められることから、批判的リ

テラシーを育てるための指導法の起源とし

ての 1970 年代西ドイツの批判的教育学の学

習指導案について考察した（「美作大学・美

作短期大学紀要」所収）。 
 平成 21 年度は、伝統的作文教授法とジャ

ンル・アプローチの関連、各教科における作

文指導におけるジャンルの位置を明確にし

た。伝統的作文教授法との関連については、

伝統的作文教授法とシドニー学派と社会構

築主義の作文教授法の対比を行い、次いで、

言語能力全体の発達の中での書く能力の指

導の位置づけを行った。話し言葉を基礎とす

るとき作文は最もよく教えられる。その書く

ことにおいてジャンルの知識は長期記憶の

中に格納されて作文を書くときの資源とな

る。作文教育の目的をスキルではなく、独立

した書き手、よい書き手を育てることに置く

ならば、ジャンル・アプローチの目的も独立

した書き手、よい書き手を育てることに置く

べきである。その指導の終着点は、公的な規

範に合致した、公的な読み手を相手として書

くことができるようになることであること

を明らかにした。 
 各教科における作文指導におけるジャン

ルの位置については、教科を横断した作文指

導の諸方法を検討した。それらの方法の中に

は、自分のためのノートをとることの指導か

ら、直接知っている人を読み手とするレポー

トの指導、直接的な知人の輪の外にいる人を

読み手とする指導に向かうべきであるとす

るもの、自分のための表現作文から、同級生

に対する説明を経て、遠い他者に対する説明

へと進むべきであるとするもの、インフォー

マルな作文から次第にフォーマルな作文へ

と育てるべきであるとするもの、等があった。

レベルでとらえるか、機能でとらえるか、発

達段階でとらえるかの違いはあるが、エッセ

イやレポートだけではなく、より多様な形態

の作文を書くように指導する、インフォーマ

ルな作文からフォーマルな作文へと指導す

る、という点はそれらの方法は共通している。 
 ジャンル・アプローチのシドニー学派と社

会構築主義(ニューレトリック派)の二つの立

場があることは、ここまでの研究で明らかに

なったが、いずれの立場であれ、児童生徒は、

読んだことのないタイプの文章は書けない。

この意味で、平成 22 年度は、読むことと書

くことの関連に関する理論的検討と、教科書

にはどのようなジャンルの文章が書かれて

いるのかの検討を行った。また、国語科と理

科におけるジャンル・アプローチにもとづく

実証授業を行った。 
 1970 年代以降、米国においては、読むこ

とと書くことは類似の過程として結合して

とらえられるようになった。それを支えたの

はシェーマ理論である。シェーマは、主題に

ついての概念のネットワークとテキストの

形態・組織に関する既有の知識である。シェ

ーマ理論にもとづけば、読むことと書くこと

はどちらも意味を構成しようとする能動的

な過程である。読むことと書くことの結合の

もっとも直接的なものは、モデル文を用いた

作文指導である。モデル文を用いた作文指導

は、モデル文の特徴が過度に強調されること

によって、考えが発展しなくなることが指摘

されてきたが、シェーマ理論においては、テ

キストの形態・組織の特徴を教えることの意

義を認めている。 

 教科書の分析は、平成 23 年度から使用さ

れる小学校の全教科の教科書について、手続

き文、記述文、報告文、説明文、議論文、物

語文、詩歌、手紙文の８つのジャンルで、分

析を行った。その結果、見出したことは、①

どの出版社の教科書も、現行教科書と比べて、

「書く」活動そのものが増えている、②「読



む」活動との関連における「書く」活動が増

えている、③ジャンルの数が増えている、④

記述文を書かせて、その上で、説明文、報告

文、意見文を書くことが多く、物語文を書く

のは相対的に少ない、⑤「書く」ことについ

ての説明、モデル文が増えている、である。

全体として、平成 23 年度から使用される教

科書は、ジャンル・アプローチにシフトして

いる。 
 「全体に関する考察」においては、全教科

におけるジャンルの明示的教授の必要性、ペ

テルセンの長期的目標は、ジャンル・アプロ

ーチにおいては、社会的に承認されたジャン

ルの文章を書くこと、短期的目標は、認知的

ジャンルの文章を書くこととしてとらえら

れ、実際の指導においては、両者は混ぜ合わ

され、結合されながら、指導される必要があ

ること、ジャンル作文は、目的、読み手、文

脈を用意することが必要なことから、何らか

の集団過程を組織化することが有効である

こと、等について述べている。 
 また、国語科と理科におけるジャンル･ア

プローチの実証授業の分析を行った。 
 まだ不完全なところはあるのだが、ジャン

ル・アプローチの意味、位置づけ、指導法を、

実施可能なところまでは、明確にしたという

意味において、研究の目的は達成したように

思う。 
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